
株式会社セコマとＮＴＴ東日本株式会社との連携と協力に関する協定の締結

株式会社セコマ（代表取締役社長 赤尾 洋昭、以下「セコマ」）とNTT東日本株式会社北海道事業
部（執行役員 北海道事業部長 茂谷 浩子、以下「NTT東日本」）は、本日2026年3月17日（火）「株式
会社セコマとＮＴＴ東日本株式会社との連携と協力に関する協定」を締結しました。

2026年3月17日

（報道発表資料）

株式会社セコマ
NTT東日本株式会社 北海道事業部

1.連携協定締結の背景
セコマとNTT東日本は、これまで、この広大な北海道において、それぞれ小売流通、情報通信とい
う異なる分野から、地域の皆さまの暮らしを支えるインフラを担ってまいりました。
セコマは、全道に広がる約１１００の店舗ネットワークを通じて、日常生活に欠かせない商品やサー
ビスを安定的に提供し、NTT東日本は、通信インフラの構築・運用を通じて、地域の安心・安全な情
報通信基盤を支えてきました。
こうした両社の強みと、北海道全域に広がる拠点を活かし、災害時の対応力強化や地域に根ざし

たまちづくりなどの分野で連携を深め、北海道・地域社会に一層貢献していくことを目的とし本連携協
定を締結しました。

2.協定の内容
(1) 災害発生時における対応力強化に関する事項
(2) ICT・DX技術を活用した地域貢献・まちづくりに関する事項
(3) 地域の生活を支えるセイコーマート店舗等の持続的な運営・維持に関する事項
(4) その他、両社協議により必要と認められる事項
 
3.当面の取り組み
 ・災害時の連携・協力強化
 ・地域貢献・まちづくりに関する連携事項の検討

4. 今後の展開
セコマとNTT東日本は、本連携協定締結を契機として、協定に基づく具体的な取り組みを進め、北
海道地域社会に貢献してまいります。

【左：赤尾セコマ代表取締役社長、右：茂谷NTT東日本執行役員北海道事業部長】
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